
地域住民による地域の活性化と課題解決の実践



上永井・中永井・下永井の垣根を越えて、永井地区全体として地域の課題に取り組む組
織として、地域の有志により平成18年に設立。以来17年以上にわたり、毎月30名以上が
参加する定例会を開催し、地域課題の掘り起こしや解決策の検討を実施。また、今年度
は地方創生に向け頑張る地域応援事業の採択を受け、HPの開設や地域マルシェ、地
域誌の作成等の各種事業を展開。

会員は各自治会の会長や副会長の他、まちづくり活動に賛同した地域住民、地域の小学校や福祉施設等。このほか、アドバイザーとして
設立時より外部の非営利組織が継続支援している。
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同じ地域内に3つの自治会

上・中・下永井のそれぞれの町内会では、運動会やお祭りといった
各種の地域活動が行われています。しかし、それぞれの町内会が持つ、
ある種の閉鎖性のような雰囲気からか、新住民の地域参加や横の町内
会同士の横の連携が少ないという共通の課題を有していました。

まちづくりの会の発足

こうした中、平成18年度に都市計画マスタープラン「飯岡地域・ま
ちづくりワークショップ」に参加し、「自分たちの町を自分たちの手
で、安心・安全で住み良いまちを創造すること」が必要であるという
思いから、有志が集い「永井地区まちづくりの会」（以下、まちづく
りの会）を発足し、３つの自治会が垣根を越えて連携しながら、住民
主体の視点で課題への取組みを始めました。



現在30名以上が会員として登録されています。この他に、地元選出市
議や市立永井小学校長、同校PTA会長、子供育成会、盛岡市都市計画
課職員等に加え、まちづくりアドバイザーが定例会に参加しています。

会が発足してからは、１か月ごとの活動報告や活動予定を確認する
ほか、各チームそれぞれの活動についての話し合いや課題解決のため
の講師を招いて勉強会を行うなど、月例会の開催は200回以上に及んで
います。

地域住民の意識変化（設備整備等の嘆願偏重から自主的な課題解決へ
の転換）

発足当初は、道路整備や信号機の増設など、設備等ハードの要望が
主で行政頼みの姿勢が強く、思うように課題の解決が進まない状況に
ありました。こうした中、盛岡市にまちづくりアドバイザー制度の活
用を勧められ、アドバイザーとしてNPOが参画することとなり、月次
の定例会における各種アドバイスはもちろん、課題の抽出や解決手法
を検討するワークショップの実施のほか、各種補助金や助成金の活用
も進みました。



年度 活動内容

H18 全戸配布の「住民アンケート」

H19 「お宝・課題問題発見ウォーキング」
地域のお宝・課題を分類し、「プロジェクトチーム」を編成

H20 草刈り、清掃等の管理をする「アドプト」

「安全・安心な道づくりのためのワークショップ」
交通量調査と関係機関への協力要請による「横断歩道」と「信号機」
等の設置（盛岡市公募型協働推進事業）

H21 NPOや都市計画課からなる地域協議会が「農山漁村（ふるさと）地域
力発掘支援モデル事業」（農水省）に認定、「水辺と花の里」「情報
文化」「歴史・伝統文化」のテーマ毎のプロジェクトに取組

H22 公園みどりの課と協働により「グラウンドワ－クによる公園づくり」
による「にじ色ポンプ公園」と「かえる公園」が完成

H23・24 「高櫓児童公園」の整備。公園の看板は高校生がデザインし作成



年度 活動内容

継続中 歴史伝統文化の継承活動
伝統芸能として地域に保存するため、唯一さんさ踊りを知っている
方々の協力で、笛・太鼓の譜面起こしや踊りの記録。
今年度は頑張る地域応援事業の採択を受け、踊りや太鼓の練習がで
きるように動画を制作。

岩手飯岡駅を中心としたまちづくり
駅前の花壇や植栽の整備を定期的に実施。
飯岡駅の改修の際には、地域住民が様々な意見を出し、駅の改修に反映さ
れました。

広報活動
年に2回ほど全戸配布の「情報紙ながい」を発行。毎回特集を組み、地域の
活動を発信しています。また、毎月の定例会の様子は「かわら版」として毎月
回覧しています。
令和2年度からはFacebookによる情報発信も実施。日々のタイムリーな情報
を投稿しています。
今年度中には会の活動を網羅したホームページも公開予定です。












